
6 ⽉ 2 3 ⽇ に 稲 沢 消 防 署 と 当 院 で 合 同 勉 強 会
が 開 催 さ れ ま し た 。
救 急 隊 が 、 傷 病 者 の い る 現 場 か ら 当 院 に 到
着 し て か ら の 1 0 分 間 。 こ の 1 0 分 間 に 適 切
な チ ー ム 蘇 ⽣ が 求 め ら れ ま す 。 勉 強 会 を 通
じ て 、 双 ⽅ の 救 命 活 動 を 知 り 、 コ ミ ュ ニ
ケ ー シ ョ ン を 図 る こ と に よ り 、 『 命 の リ
レ ー 』 を 今 ま で 以 上 に 協 ⼒ し て ⾏ え る こ と
が で き る よ う に 取 り 組 ん で い ま す 。

新型コロナ感染症に関する地域への活動

感染管理認定看護師 酒井 りえ

当院では、新型コロナ感染症流⾏時より院内の
感染対策、院外の地域活動に積極的に取り組んで
きました。

⾼齢者施設等のクラスター発⽣時には感染者を
最⼩限に抑えるための⽀援や、⼊院された患者さ
んのご⾃宅を退院後に看護師が訪問し看護をつな
ぐことにも取り組みました。

ご⾃宅への訪問時に、⾟そうな表情をされてい
る患者さんとお話しさせていただく中で、次第に
表情がなごみ「来てくれてありがとう」と⾒送っ
てくださった笑顔を忘れることができません。

私たちは患者さんに寄り添うためにどのような
看護の提供ができるかを⽇々考えながら、今後も
皆様の笑顔の⽀えとなる活動を⽬指していきます。
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医師、薬剤師、理学療法⼠、
看護師、医療相談員など
多職種での病棟ラウンドの
様⼦
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令和４年度第１回健康教室（５⽉３１⽇開催）で
『コグニサイズ』を参加者の⽅と⼀緒に⾏いました。

楽しい健康教室になりました！
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